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NO.119

今号の紙面

・コラム散歩道   ❶
・築地周辺散策／おすす

めの１冊   ❷
・こだま俳壇／予告／投

稿   ❸
・会員紹介（角田周久さ

ん）   ❹
・輝け高齢期かながわの

集い／人間ドックのす
すめ／総会案内   ❺

・神奈川県職員九条の会
平和の集い／アフラッ
ク案内   ❻

・会員の広場／絵手紙／
パズル   ❼

・楽しい料理教室／手づ
くり文化祭作品から

　　   ❽

「てく・テクの会」の築地周辺散策。築地本願寺で芭蕉の句碑を探す（２０１７年１２月１日）

築地周辺散策

退 職 者

寺松　正孝（８１歳）

戸隠・鬼無里の　　
　　水芭蕉めざして
■２日間で６００㎞余のドライブ■

　

２
５
０
０
㏄
セ
ダ
ン
タ
イ

プ
の
私
の
車
は
、
走
行
距
離

４
万
５
０
０
０
㎞
、パ
ン
ク
、

修
理
歴
な
し
。
私
（
昭
和
１１

年
生
）
と
同
じ
ポ
ン
コ
ツ
の

部
に
入
る
！　

　

昨
年
の
５
月
１８
日
、
相
模
原
を
９
時
出

発
、
エ
ン
ジ
ン
は
快
調
。
松
本
で
ワ
サ
ビ

漬
け
を
買
う
。

根
（
芋
）
の
み

を
使
い
、
茎
や

葉
は
一
切
な

し
。
一
度
食
べ

た
ら
病
み
付
き

に
な
る
味
だ
！

　

大
糸
線
に
沿

い
北
上
す
る
。

途
中「
道
の
駅
」

に
寄
り
花
を
買

う
。
市
価
の
３

分
の
１
以
下
。

枯
れ
な
い
よ
う

家
か
ら
持
参
の

長
い
ゴ
ミ
箱
に

水
を
入
れ
、
こ
れ
を
使
う
。
田
植
え
の
時

期
、一
面
に
水
を
張
っ
た
安
曇
野
の
田
に
、

ま
だ
雪
化
粧
し
た
白
い
逆
さ
常
念
岳
が
美

し
い
。
見
惚
れ
て
写
真
を
何
枚
も
撮
る
。

悲
し
い
か
な
傑
作
写
真
は
な
し
。
小
生
憧

れ
の
田
園
風
景
で
あ
る
。

　

遠
道
だ
が
、
山
家
育
ち
の
私
は
大
糸
線

沿
い
の
道
を
選
ん
だ
。
常
念
岳
・
燕
岳
・

蓮
華
岳
・
鹿
島
槍
ヶ
岳
・
白
馬
岳
と
続
く
。

ま
だ
こ
の
時
期
、白
衣
を
被
っ
た
連
山
は
、

濃
紺
の
空
に
映
え
、
表
現
し
た
く
て
も
言

葉
が
な
い
。
来
て
よ
か
っ
た
！　

何
回
も

来
て
い
る
の
に
、
道
を
間
違
え
た
。
４
０

６
号
線
か
ら
３６
号
線
へ
入
る
の
を
。
３６
号

線
沿
い
に
は
、
鬼
無
里
の
奥
裾
花
自
然
園

（
水
芭
蕉
８１
万
本
）
が
あ
る
の
に
残
念
。

　

戸
隠
で
泊
ま
っ
た
。
え
っ
、　

客
は
我

等
２
人
だ
け
??
。
料
理
は
山
菜
が
主
で
、

珍
し
く
て
美
味
し
い
。
翌
朝
は
好
天
気
。

旅
館
の
横

に
イ
タ
チ

か
と
思
っ

た
ら
、
初

め
て
見
る

貂（
テ
ン
）

と
い
う
動

物
。「
縁

の
下
に
棲

み
つ
い
て

い
る
」
と
宿
の
主
人
が
言
っ
て
い
た
。

　

宿
か
ら
１0
分
、
戸
隠
森
林
公
園
の
水
芭

蕉
と
カ
タ
ク
リ
の
花
を
見
に
。
田
園
の
甘

い
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
込
み
、
木
道
の
下

の
カ
エ
ル
の
声
も
長
閑
な
風
景
に
マ
ッ
チ

し
、
楽
し
い
ひ
と
時
だ
っ
た
。

　

帰
り
に
戸
隠
神
社
、鏡
池
等
を
経
由
し
、

上
信
越
自
動
車
道
で
帰
途
に
つ
い
た
。
２

日
間
で
６
０
０
㎞
以
上
。
８１
歳
に
し
て
は

ま
だ
元
気
…
？　

見
ど
こ
ろ
の
多
い
お
勧

め
の
コ
ー
ス
で
す
。
蕎
麦
も
う
ま
い
。

安倍９条改憲NO！
３０００万署名をさらに

春
も
や
や
気
色
と
と
の
ふ

月
と
梅�

芭
蕉

戸隠の湿原に咲く水芭蕉
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「
ひ
き
こ
も
り
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が

７0
万
人
に
及
び
、
年
齢
を
50
歳
ま
で
伸
ば

し
て
実
態
調
査
を
行
う
と
、
国
が
表
明
し

て
い
る
。
特
に
親
の
価
値
観
、
日
本
的
イ

エ
制
度
に
基
づ
い
た
考
え
方
に
縛
ら
れ
た

家
族
幻
想
に
つ
い
て
実
例
を
取
材
し
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

著
者
が
な

ぜ
ひ
き
こ
も

り
に
引
き
付

け
ら
れ
た
の

か
、
自
分
の

価
値
観
が
ど

こ
か
ら
き
た
の
か
、
祖
父
か
ら
父
親
へ
、

母
親
と
の
関
係
、
長
男
の
不
登
校
な
ど
自

分
の
体
験
と
世
間
の
価
値
観
と
の
対
立
。

　

１5
年
以
上
に
わ
た
り
取
材
を
続
け
、
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
で
は

ど
う
対
応
す
る
か
が
、
い
く
つ
か
記
さ
れ

て
い
る
。

　

公
的
機
関
に
求
め
ら
れ
る
役
割
で
は
、

横
浜
市
の
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
た
青
少

年
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
医
療
や
民
間
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
、
成

果
を
あ
げ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。

 

（
新
井
通
子
）

お
す
す
め
の
一
冊 

　

ちくま新書

てく・テクの会

「築地周辺散策＆
グルメ・買い物ツアー」
を楽しむ

◇ 

ゼ
ロ
マ
イ
ル
標
識
か
ら
歌
舞
伎
座
へ

　

昨
年
の
１2
月
１
日
、
新
橋
駅
に
１４
人
が

集
合
。
総
距
離
約
５
㎞
、
徒
歩
２
時
間
半

予
定
の
築
地
周
辺
の
散
策
に
出
発
で
す
。

ま
ず
は
新
橋
駅
す
ぐ
隣
に
あ
る
鉄
道
発
祥

の
地
、
ゼ
ロ
マ
イ
ル
標
識
と
旧
新
橋
駅
の

復
元
建
物
を
見
学
し
て
、
歌
舞
伎
座
を
目

指
し
ま
す
。

　

歌
舞
伎
座
の
現
在
の
建
物
は
、
２
０
１

３
年
４
月
に
完
成
し
た
第
５
代
目
の
建
物

で
す
。
従
来
の
意
匠
を
残
し
な
が
ら
も
近

代
的
な
建
物
で
、
５
階
に
は
屋
上
庭
園
が

あ
り
、
建
物
模
型
や
歴
代
歌
舞
伎
役
者
の

写
真
な
ど
を
見
学
。
地
下
に
は
、
大
き
な

売
店
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
産
物
が
売

ら
れ
て
い
て
、
お
饅
頭
な
ど
購
入
し
た
人

も
い
ま
し
た
。

◇�

築
地
本
願
寺
へ
＝
「
春
靄も
や

や
」
か
「
春

も
、
や
や
」
か
＝

　

築
地
本
願
寺
本
堂
は
古
代
イ
ン
ド
様
式

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、

境
内
に
「
春
も
や
や
気
色
と
と
の
ふ
梅
と

松
」
と
い
う
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
境
内
の

改
修
工
事
中
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

で
こ
の
句
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
ま
し

た
。
初
句
「
春
も
や
や
」
は
、「
春
靄
や
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
幹
事
さ
ん
は
「
春

も
や
や
」で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
春
も
や
や
」

が
正
解
で
、
靄
・
霧
・
霞
は
同
類
語
な
が

ら
、
霧
は
秋
、
霞
は
春
、
靄
は
冬
の
季
語

と
の
こ
と
で
し
た
。

◇ 

聖
路
加
病
院
近
く
の
史
跡
か
ら
墨
田
川
へ

　

次
に
、
聖
路
加
病
院
近
く
の
芥
川
龍
之

介
生
家
跡
や
浅
野
内
匠
頭
屋
敷
跡
を
見

学
。
近
く
の
公
園
の
紅
葉
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

　

墨
田
川
に
で
て
川
沿
い
を
歩
き
、
勝
鬨

橋
を
見
な
が
ら
、「
か
ち
ど
き
橋
の
資
料

館
」
へ
。
勝
鬨
橋
は
、
日
本
で
現
存
す
る

数
少
な
い
架
道
橋
（
跳
開
橋
）
で
す
が
、

現
在
は
開
き
ま
せ
ん
。
雄
姿
を
惜
し
ん
で

再
び
跳
開
さ
せ
よ
う
と
の
市
民
運
動
も
あ

る
そ
う
で
す
が
、
費
用
は
莫
大
に
な
る
と

の
こ
と
で
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇ 

波
除
神
社
か

ら
築
地
市
場

へ

　

最
後
は
、
築

地
市
場
入
り
口

に
あ
る
波
除
神

社
へ
。
日
本
で

一
番
大
き
な
獅

子
が
祭
ら
れ
て

お
り
、
獅
子
の

周
り
を
ぐ
る
ぐ

る
と
廻
り
お
参

り
。
神
社
入
口
に
あ
る
大
き
な
銀
杏
が
黄

葉
し
て
い
て
華
や
か
で
し
た
。

　

や
っ
と
昼
食
で
す
。
近
く
の
食
堂
で
、

思
い
思
い
に
築
地
の
生
魚
等
を
味
わ
い
ま

し
た
。
食
事
の
後
は
散
会
。
築
地
の
場
外

市
場
で
買
物
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
午
後

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
閉
店
し
て
し

ま
っ
た
店
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で
し

た
。
で
も
、
師
走
の
一
日
、
楽
し
く
都
内

散
策
が
で
き
ま
し
た
。 

（
中
沢　

茂
）

◀�

歌
舞
伎
座
の
５
階
に
あ
る

屋
上
庭
園
を
散
策

「汽笛一斉新橋を〜」の新橋停車場跡地。当
時の停車場と線路とホームが復元されている

800円＋税

『
家
族
幻
想
―「
ひ
き

こ
も
り
」か
ら
問
う
』

杉
山　

春
著　
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こ
だ
ま
俳
壇
（
１
月
）

少
年
の
真
剣
勝
負
叩
き
独
楽

�

島
田
多
嘉
子

七
草
や
父
よ
り
生
き
て
三
姉
妹

�

三
井
　
光
子

ベ
イ
独
楽
を
闘
ふ
樽
は
酒
の
息

�
後
藤
　
貞
夫

せ
り
な
ず
な
一
人
住
ま
い
の
独
り
事

�

木
村
　
武
子

一
瞬
の
身
震
い
独
楽
の
揺
れ
は
じ
む

�

友
井
　
眞
言

振
袖
に
た
す
き
を
か
け
て
こ
ま
ま
わ
し

�

本
山
　
文
子

初
詣
延
寿
の
鐘
を
一
つ
つ
く

�

鳥
海
　
敏
雄

握
る
手
の
力
強
さ
よ
米
寿
春

�

柳
瀬
　
節
子

風
邪
引
き
の
ふ
く
ら
む
夢
や
去
年
今
年

�

松
尾
佐
知
子

九
条
署
名
十
年
を
越
す
暮
早
し

�

小
川
　
水
草

波
影
の
や
が
て
大
き
く
初
明

�

田
中
　
一
男

初
日
浴
び
四
十
雀
と
川
原
行
く

�

井
村
　
友
彦

縄
の
れ
ん
お
猪
口
の
締
め
に
七
草
粥

�

瀧
澤
　
正
行

七
草
を
ゆ
っ
く
り
と
食
べ
良
く
生
き
ぬ

�

白
井
保
次
郎

孫
は
し
ゃ
ぐ
す
ず
な
す
ず
し
ろ
ほ
と
け
の
ざ

�

中
村
　
桂
子

薺
摘
み
一
両
電
車
通
り
ゆ
く

�

講
師
・
太
田
　
土
男

●歴史教室（講演及び総会）
と　き　３月１５日（木）１３時３０分〜１５時３０分
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
議　題　�①講演「歴史の裏側から覗けれ

ば怨念からの脱出」ー県北の郷
土史から考察するー／講師：金
子信男氏（会顧問。相模原郷土
懇話会会員）

　　　　②総会：年間行事計画など
　　　　③費用：３００円（資料代など）
問合先　�こだま会事務所　電話０４５（２１２）

３１７９／ファックス０４５（２１２）３１７８
　　　　＊会員以外の方の参加歓迎
●俳句サークル「こだま句会」
　　　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
と　き　３月８日（木）４月１２日（木）
ところ　県庁本庁舎６階会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　８００円（投句のみ５００円）
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　または井村友彦☎０４６３（８１）４４９３
●てく・テクの会
と　き　３月２９日（木）小雨決行
集　合　�小田急「生田駅」（各駅電車のみ

停車）南口改札口１０時集合
内　容　登戸研究所見学と戦跡を訪ねる
申　込　�３／２０（火）まで。こだま会事務

所０４５（２１２）３１７９（１０時〜１６時）

私
の
膝
痛

❖
右
膝
を
使
え
な
い
生
活

�

―
階
段
を
下
り
る
際
に
激
痛

　

昨
年
、
夏
山
登
山
で
膝
を
痛

め
、
近
所
の
整
形
外
科
を
受
診

し
た
。
３
カ
月
間
、
温
湿
布
、

低
周
波
、
赤
外
線
治
療
を
続
け

た
が
、
痛
み
は
軽
減
し
た
も
の

の
膝
の
圧
迫
感
が
と
れ
ず
、
右

膝
を
使
え
な
い
生
活
が
続
い

た
。
１１
月
に
入
り
、
急
い
で
階

段
を
駆
け
下
り
た
際
に
、
激
痛

で
一
歩
も
歩
け
な
く
な
っ
た
。

❖�
半
月
板
損
傷
で
手
術
？

　

で
も
歩
け
る
！

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
結
果
「
半
月

板
損
傷
で
手
術
し
な
い
と
治
ら

な
い
」
と
説
明
さ
れ
た
。
手
術

可
能
な
病
院
を
探
し
、
Ｍ
総
合

病
院
の
整
形
外
科
を
受
診
し
た
。
日
本
整

形
外
科
学
会
ス
ポ
ー
ツ
医
で
膝
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
専
門
の
Ａ
医
師
は
、
車
椅
子
ま
で

使
っ
て
い
た
私
に
、「
そ
ん
な
に
歩
け
な

い
の
？　

こ
れ
く
ら
い
の
損
傷
な
ら
痛
み

が
な
い
人
も
い
る
く
ら
い
だ
。
手
術
す
る

必
要
は
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

　

ド
ク
タ
ー
の
面
前
で
歩
い
て
み
る
と
、

な
ん
と
歩
け
る
で
は
な
い
か
。
歩
く
と
痛

い
、
を
続
け
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
手
術

せ
ず
に
経
過
観
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

❖�

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
な
ど
で
仕
事
に
も
復
帰
、

　

ス
キ
ー
も
Ｏ
Ｋ
に

　

少
し
ず
つ
足
首
の
運
動
、下
肢
の
挙
上
、

大
腿
の
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
な
ど
を
行
い
、

膝
関
節
を
動
か
し
て

い
る
う
ち
に
、
痛
み

と
関
節
の
こ
わ
ば
り

が
改
善
し
て
、
１2
月

中
旬
か
ら
看
護
の
仕

事
に
も
復
帰
で
き
、
１
月
中
旬
に
は
ス

キ
ー
も
滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

❖�

日
頃
の
筋
ト
レ
と
肥
満
防
止
、
信
頼
で

き
る
医
師
選
び
が
大
切
と
実
感

　

同
じ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
画
像
を
見

て
い
る
の
に
、
医
者
に
よ
っ

て
こ
う
も
治
療
が
違
う
も
の

か
と
改
め
て
驚
い
た
。

　

日
頃
か
ら
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
肥
満
防
止
及
び
信

頼
で
き
る
医
者
を
選
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
と
、
痛
み
は
あ
っ

て
も
体
を
動
か
す
ス
ト
レ
ッ

チ
の
大
切
さ
を
今
回
つ
く
づ

く
と
感
じ
た
。

医師により治療が逆転した

昨年の手づくり文化祭では体脂肪・血圧測定を実施

中
嶋
ひ
と
み

投稿
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会員
紹介

−５０−

退
職
後
１０
年
目
の 

　
　“
終
活
イ
メ
ー
ジ
作
り
”

　

今
年
の
お
正
月
は
、
約
６0
年
ぶ
り
に

生
ま
れ
故
郷
の
群
馬
県
渋
川
市
赤
城
町

（
旧
赤
城
村
）
で
迎
え
ま
し
た
。

　

退
職
後
１0
年
目
の
昨
年
の
生
活
目
標

は
「
終
活
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
」。
こ
の

１0
年
間
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
を
考
え
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

過
去
へ
の
旅

―
子
ど
も
た

ち
の
遊
ぶ
声
な
く
、
桑
畑
も

消
え
、
小
学
校
は
閉
校

　

幼
少
時
、
台
風
に
よ
る
土
石
流
に
家

が
流
さ
れ
、
祖
父
母
を
田
舎
に
残
し
、

家
族
は
東
京
へ
。
父
は
家
族
と
田
舎
の

祖
父
母
の
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
い
ろ
い

ろ
職
を
変
え
、
住
ま
い
を
換
え
て
生
活

し
た
。
そ
の
た
め
、
兄
や
私
は
小
学
校

を
転
校
４
回
。

　

昨
年
は
そ
ん
な
過
去
へ
の
旅
。
通
学

し
た
小
学
校
４
校
周
辺
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
昔
の
面
影
は
な
く
、
小
学
校
周
辺

は
様
変
わ
り
、
時
間
の
変
化
を
思
い
し

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
城
町
も
６0
年
前
と
比
べ
、
裏
の
利

根
川
は
子
ど
も
の
遊
ぶ
声
も
聞
こ
え
な

く
な
り
、
鮎
釣
り
の
人
も
な
く
、
夜
空

の
天
の
川
も
見
え
ず
、
近
在
の
桑
畑
も

の
休
日
に
敷
地
内
の
竹
切
り
作
業
。
退

職
後
、
３
年
間
は
竹
藪
や
松
食
い
虫
に

食
わ
れ
た
松
の
処
理
。
そ
の
後
、
数
年

間
は
敷
地
に
ミ
ニ
菜
園
を
造
り
、
赤
城

町
周
辺
を
バ
イ
ク
で
走
り
廻
り
、
赤
城

山
等
周
辺
の
山
歩
き
や
公
営
日
帰
り
温

泉
巡
り
、
家
族
の
ル
ー
ツ
調
べ
。
探
索

行
動
を
数
年
続
け
る
と
共
に
畑
仕
事
の

真
似
事
。
そ
の
後
は
自
給
自
足
用
の
野

菜
作
り
と
、
庭
木
剪
定
等
の
片
付
け
。

１0
年
前
に
描
い
て
い
た
社
会
福
祉
士
資

格
取
得
等
の
通
信
教
育
や
農
業
学
習
は

や
ら
ず
じ
ま
い
。
５
年
程
前
か
ら
は
療

養
の
た
め
転
住
し
て
き
た
兄
と
「
２
人

暮
ら
し
」
が
続
い
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
期
の
生
活
を
考
え
る

　

昨
年
の
生
活
目
標
「
終
活
の
イ
メ
ー

　

今
年
は
、
輪
番
で
く
る
町
内
会
の
組

長
役
。
お
祭
り
等
大
き
な
行
事
は
既
に

消
え
て
い
ま
し
た
が
、
水
路
・
道
路
掃

除
や
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
行
事
が
残
っ
て

お
り
、
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

ジ
作
り
」
は
幾
つ
か
試
み
た

結
果
、
費
用
調
達
や
兄
妹
間

の
調
整
等
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
も
継
続
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た

　

退
職
前
は
人
生
７0
年
と

し
、生
活
設
計
し
ま
し
た
が
、

６
度
目
の
年
男
の
年
を
迎

え
、
後
期
高
齢
期
の
生
活
を

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

妻
は
「
お
声
が
掛
か
る
う

ち
は
、仕
事
を
継
続
し
た
い
」

と
海
老
名
で
生
活
。
私
は
海

老
名
と
赤
城
町
の
二
重
生
活

を
継
続
。

町
内
会
の
組
長
役
も

維
持
し
て
き
た
も
の
の
、
事
実
上
放
置

さ
れ
廃
屋
化
、
敷
地
は
竹
藪
と
化
し
て

い
ま
し
た
。

　

退
職
前
、
自
然
の
中
で
の
生
活
願
望

と
、
兄
妹
の
集
ま
れ
る
場
の
維
持
を
願

い
「
半
田
舎
生
活
」
を
企
画
。
退
職
前

消
失
、
麦
と
陸
稲

の
畑
は
水
田
と
温

室
に
変
わ
り
、
１

０
０
年
以
上
続
い

て
き
た
小
学
校
も

昨
年
春
、
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。

退
職
後
「
半
田

舎
暮
ら
し
」
へ

　

退
職
後
始
め
た

「
半
田
舎
暮
ら

し
」。
放
置
す
れ

ば
な
く
な
り
そ
う

な
実
家
を
な
ん
と

か
し
た
い
、
と
考

え
た
こ
と
が
契

機
。
赤
城
町
の
実

家
は
、
兄
が
管
理

白
井
城
支
城
の
不
動
山
城
跡
付
近

か
ら
。
中
央
左
端
は
榛
名
山
。
中

央
横
断
線
は
利
根
川

“終活イメージ作り”
を継続中 角田 周久さん

◇海老名市と赤城町の２重生活◇
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第１３回輝け高齢期かながわのつどいin三浦半島

と　き　２０１８年６月２２日（金）　１０時〜１２時３０分

ところ　本郷台　あーすぷらざ
　　　　神奈川県立市民かながわプラザ１階

　☆終了後レストラン「メルヘン」で懇親会　
　☆懇親会　１２時４５分〜１４時３０分
　☆会　費　２０００円　
　☆詳細は次号『こだま会報』をご覧ください

こだま会定期総会のご案内第３３回

本郷台駅←至大船 至横浜→

横浜銀行

柏陽高校
○文

あーすぷらざ
栄土木
事務所

〒

スーパー
マーケット

JR根岸線・京浜東北線
↑至舞岡

　
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ

う
」
を
合
言
葉
に
始
ま
っ
た
「
輝
け
高
齢

期
神
奈
川
の
つ
ど
い
」
が
１３
回
を
数
え
、

昨
年
の
１１
月
１４
日
、
よ
こ
す
か
芸
術
劇
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
主
催
は
同
つ
ど
い
実
行

委
員
会
と
神
奈
川
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会
。

当
会
か
ら
は
幹
事
３
人
の
ほ
か
、
司
会
に

新
倉
仙
太
郎
さ
ん
、
会
場
運
営
に
井
坂
房

子
さ
ん
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
し
、
地

域
か
ら
も
会
員
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体
で
５
２
０
人
で
し
た
。

誰
を
思
い
や
る
「
思
い
や
り
」
か
（
リ
ラ

ン
・
バ
ク
レ
ー
氏
）

　

午
前
の
部
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、開
会
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

記
念
講
演
に
リ
ラ
ン
・
バ
ク
レ
ー
氏
（
海

老
名
市
在
住
、
ア
メ
リ
カ
人
、
翻
訳
業
、

英
語
教
室
経
営
、
映
画
監
督
な
ど
）
が
、

ア
メ
リ
カ
ベ
ッ
タ
リ
の
異
常
な
日
本
政
府

の
対
応
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り
、

「
思
い
や
り
は
、
誰
を
思
い
や
っ
て
い
る

の
か
？
」
と
沖
縄
と
神
奈
川
の
た
た
か
い

の
文
化
行
事
が
披
露
さ
れ
、
会
場
全
員
で

「
ふ
る
さ
と
」「
沖
縄
を
返
せ
」
を
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
伴
奏
で
合
唱
。

　

最
後
に
「
高
齢
期
の
つ
ど
い
in
三
浦
半

島
ア
ピ
ー
ル
」
と
「
年
金
の
毎
月
支
給
化

を
」「
消
費
税
増
税
反
対
」「
核
兵
器
禁
止

条
約
の
国
連
決
議
推
進
」
な
ど
７
項
目
を

参
加
者
で
確
認
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

な
お
、
昨
年
１0
月
2８
・
2９
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
「
第
３１
回
日
本
高
齢
者
大
会
in

お
き
な
わ
」
は
現
地
を
台
風
が
直
撃
し
た

た
め
中
止
に
な
り
、
今
期
の
高
齢
者
の
つ

ど
い
は
こ
こ
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
日
本
高
齢
者
大
会
は
熱
海
市
で
開
催
の

予
定
で
す
。 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

輝け高齢期
ひとりぼっちの
高齢者をなくそう

５２０人が参加した神奈川のつどい

こだま会の人間ドックのお勧め

　人間ドックは隠れた病気を見つけます。手遅れだったと
いうことがないように、自治体の定期健診をはじめ、精密
な人間ドックを定期的に受診されることをお勧めします。

隠れた病気を見つける人間ドック

病院等 所　在　地 電　話 最寄駅
医療生協
かながわ
戸塚病院

横浜市戸塚区汲沢町１
０２５－６ ０４５（８６４）１２４１ ＪＲ戸塚駅

かながわ
クリニック

横浜市中区元浜町４－
３２県民共済馬車道ビル
神奈川県結核予防会

０４５（２０１）８５２１ ＭＭ線馬車道駅

京浜健診
クリニック

横浜市金沢区柳町
３－９ ０４５（７８２）３２２２ 京急線金沢八景駅

けいゆう
病 院

横浜市西区みなとみ
らい３－７－３ ０４５（２２１）８２９１ ＭＭ線みなとみらい駅

湘南健診
センター

平塚市宝町１０－４スポー
ツプラザ神奈中１階 ０４６３（２１）３８１１ ＪＲ平塚駅

★健診内容・料金等は各健診機関にお問い合わせを。
★申込みの際「こだま会会員」であることを必ず申し出てください。

な
ど
に
ふ
れ
な
が
ら
話
し

ま
し
た
。

「
消
費
税
増
税
反
対
」「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
決

議
推
進
」
な
ど
を
決
議

　

基
調
報
告
は
荷
見
正
則

実
行
委
員
会
事
務
局
長

が
、
情
勢
や
高
齢
者
の
現

状
、
高
齢
期
運
動
の
課
題

を
報
告
し
、
三
浦
半
島
地

域
の
６
団
体
が
日
常
活
動

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
年
金
者
組
合
各

支
部
や
横
須
賀
民
主
商
工

会
婦
人
部
の
民
謡
や
踊

り
、
歌
声
、
朗
読
劇
な
ど
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昨
年
の
１2
月
２
日
、「
神
奈
川
県
職
員

九
条
の
会
平
和
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
選
挙
後
の
集
い
で
あ
り
、テ
ー
マ
は
、

「
総
選
挙
結
果
と
憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢
」

と
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
九
条
の
会
か
な

が
わ
事
務
局
代
表
の
岡
田
尚
弁
護
士
。

　

岡
田
氏
は
、
ま
ず
横
浜
市
長
選
挙
で
の

共
闘
の
経
験
を
語
り
ま
し
た
。「
多
く
の

市
民
参
加
で
勝
利
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

「
自
衛
隊
は
災
害
救
助
の
イ
メ
ー
ジ
が
国

民
に
は
強
い
が
、
戦
争
法
が
で
き
、
自
衛

隊
は
殺
し
殺
さ
れ
る
戦
闘
行
為
に
入
れ
る

よ
う
に
変
わ
っ
た
。
一
番
困
る
の
は
自
衛

隊
員
。
そ
の
危
険
性
を
わ
か
り
や
す
く
話

せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。
特
に
、「
我
々
の
正
し
さ
を
述
べ

る
だ
け
で
な
く
、
隣
の
人
に
『
そ
う
で
す

か
』
と
語
り
合
う
よ
う
に
『
バ
ッ
ト
、バ
ッ

ト
』
で
は
な
く
、
相
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し

て
相
手
の
話
を
受
け
止
め
な
が
ら
話
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
に
「
神
奈
川
県
職
員
九
条

の
会
」
の
の
ぼ
り
を
披
露
し
、
学
習
プ
ラ

ス
行
動
参
加
の
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
１６
人
で
し
た
。

�

（
文
責
：
事
務
局
長　

佐
伯
義
郎
）

隣人にわかりやすく
ささやくように

９条を語ろう

安倍９条改憲NO！ ３０００万署名

総選挙結果と憲法をめぐる情勢を学ぶ

☆�退職者こだま会会員の方及びご家族の方
は「団体料率」でお申込みいただけます。
☆�県在職中アフラックの保険加入済みの方
は、退職後も「団体料率」で継続いただ
けます。
　� 　

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）
＊募集代理店
　㈲神奈川ユニオンアシュアランス
　〒２５２－０２４４相模原市中央区田名４４１７
　フリーダイヤル　０１２０（６１）３２４３
＊引受保険会社
　アフラック町田支社
　〒１９４－００２１　町田市中町１－２－４
　日新町田ビル３階
＊�当社保険に関するお問い合わせ、
　各種手続き
＊コールセンター：０１２０（５５５５）９５

アフラックのご案内 団体扱い

新生きるためのガン保険D
デ ィ ス

ays
ちゃんと応える医療保険E

エ ヴ ァ ー

VER

と
り
く
ん

だ
。
旧
維
新

の
党
系
の
市

議
を
候
補
者

に
『
市
政
を

変
え
る
』
目
標
で
一
致
は
し
た
が
、
政
策

づ
く
り
や
選
挙
の
や
り
方
も
違
う
、
初
め

て
の
経
験
だ
っ
た
。
始
め
は
話
が
食
い

違
っ
て
い
た
者
同
士
が
肩
を
並
べ
て
市
民

に
訴
え
る
な
か
で
、
我
々
も
相
手
も
互
い

に
リ
ス
ペ
ク
ト（
尊
重
）し
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
共
闘
の
力
を
感
じ
た
」
と
紹
介
。

　

情
勢
で
は
、「
安
倍
首
相
は
九
条
に
自

衛
隊
明
記
を
掲
げ
、
年
明
け
の
通
常
国
会

で
の
発
議
、
国
民
投
票
、
２
０
２
０
年
施

行
を
狙
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
の
明
記
で
九

条
第
２
項
は
死
文
化
す
る
。
こ
の
１
年
が

勝
負
の
時
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
北
朝
鮮
が
日
本
を

攻
撃
す
る
の
で
は
な
い
か
」「
９
条
に
『
自

衛
隊
』
と
書
き
こ
ん
で
も
良
い
の
で
は
と

言
わ
れ
る
」な
ど
率
直
な
質
問
が
で
ま
し
た
。

　

岡
田
氏
は
、「
北
朝
鮮
は
ア
メ
リ
カ
を

相
手
に
し
（
存
続
の
承
認
を
求
め
）
て
い

る
。
日
本
を
攻
撃
し
て
も
意
味
が
な
い
」、

会ののぼりを披露
する佐伯事務局長

平和のつどい神奈川県職
員九条の会

●「全国市民アクション」が呼びかけた「安倍９条改憲ＮＯ！
憲法を生かす全国統一署名」（３000万署名）運動が急速に広
がっています。●当会も昨年の１１月から署名運動をスター
ト。１月１2日現在2３5筆寄せられています。引き続き身近な
方に呼びかけましょう。●第２次締め切りは４月25日。署
名用紙が足りない方は事務局までご連絡を。0４5（2１2）３１７
９（火曜日１0時〜１６時）

ひ ろ げ よ う
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絵
手
紙

奥津弘久さんの作品

田中和子さんの作品

❖
丹
沢
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加

�

湯
川　

勉　

　

昨
年
の
１１
月
2６
日
に
丹
沢
湖
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン（
５
㎞
）大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
で
抜
か
れ
て
、
前
年
に
続
き
最
後

尾
（
ビ
リ
）
で
し
た
。
何
事
に
つ
け
、
日

ご
ろ
の
心
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。今
年
は
８0
歳
。

ま
た
参
加
し
ま
す
。

❖
身
近
に
あ
る
歴
史

�

山
本　

秀
実　

　

昨
年
１１
月
１5
日
付
の
『
こ

だ
ま
会
報
』
で
、「
松
代
大

本
営
＆
無
言
館
と
信
州
の
鎌

倉
・
バ
ス
ツ
ア
ー
」
の
記
事
を
見
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
の
「
松
代
大
本
営
の
突
貫
工

事
に
６
千
人
余
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
…
」

つ
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
の
真
っ
た
だ
な

か
、
都
電
運
行
の
電
力
確
保
を
主
な
目
的

に
、
我
が
家
に
程
近
い
東
京
電
力
信
濃
川

発
電
所
西
大
滝
取
水
ダ
ム
か
ら
約
20
㌖
下

流
の
津
南
町
に
あ
る
発
電
所
ま
で
、
径
５

㍍
の
隧
道
２
本
を
多
く
の
朝
鮮
人
労
働
者

も
動
員
し
て
突
貫
工
事
で
完
成
さ
せ
た
身

近
に
あ
る
歴
史
を
思
い
出
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
で
は
朝
鮮
人
労
働
者
も
犠
牲

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
い
ま

で
も
ダ
ム
の
敷
地
に
は
慰
霊
の
祠
が

あ
り
ま
す
。

〈
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
〉

　

昨
年
１１
月
１5
日
以
降
、
事
務
局
で

把
握
し
た
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
で

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（　

）
内
は
享
年
。

　

古
谷
勝
二　

様
（
６７
）　

　
　
　

関　

節
子　

様
（
７６
）　

　
　
　

宮
手
多
助　

様
（
９８
）　

　
　
　

新
田　

肇　

様
（
８１
）　

　
　
　

吉
井　

進　

様
（
８６
）　

　
　
　

根
本
教
久　

様
（
９１
）　

　
　
　

八
木
睦
夫　

様
（
８４
）　☆
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楽しい料理教室
　

昨
年
晩
秋
の
１１
月
３0
日
、
京

急
線
南
太
田
駅
近
く
の
フ
ォ
ー

と
れ
た
て
の
イ
ナ
ダ
・
カ
ン
パ
チ
料
理
に
舌
鼓

ラ
ム
南
太
田
で

開
か
れ
た
、「
楽

し
い
料
理
教

室
」
に
参
加
し

た
。
参
加
者
は

１１
人
。

　

買
出
し
か
ら
戻
っ
た
と

こ
ろ
で
、
講
師
ほ
か
全
員

が
炊
事
場
に
集
ま
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

鶏
手
羽
元
20
数
本
は
、

味
が
し
み
る
よ
う
切
れ
目

を
入
れ
、味
ポ
ン
小
瓶
１
本
と
同
量
の
水
、

し
ょ
う
が
、
に
ん
に
く
各
一
片
の
み
の

ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
っ
ぱ
り
煮
。

　

相
模
湾
で
と
れ
た
ば
か
り
の
魚
を
使
っ

た
料
理
で
、
魚
は
、
前
日
に
会
員
の
仲
戸

川
実
さ
ん
が
釣
っ
た
イ
ナ
ダ
と
カ
ン
パ
チ
。

さ
っ
そ
く
講
師
の
飯
塚
武
弘

さ
ん
が
３
枚
に
下
ろ
し
、
刺

身
が
全
員
分
出
来
上
が
る
。

　

ア
ラ
汁
用
に
カ
ブ
ト
も

カ
ッ
ト
。
内
臓
の
胃
は
消
し

ゴ
ム
く
ら
い
。
中
か
ら
小
エ

ビ
が
出
て
き
て
、「
こ
う
い

う
の
食
べ
て
い
る
ん
だ
」。

皆
、
感
心
し
て
見
入
る
。

　

ム
カ
ゴ
と
ブ
ナ
シ
メ
ジ
を

加
え
、
か
や
く
ご
飯
を
セ
ッ

ト
す
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

大
根
は
２
本
。
外
皮
は
硬
い
。
か
な
り

厚
く
５
ミ
リ
く
ら
い
？　

剥
い
て
、
ナ
マ

ス
と
刺
身
の
ツ
マ
に
手
馴
れ
た
包
丁
さ
ば

き
を
見
る
。

　

皮
の
取
れ
た
大
根
を
斜
め
か
ら
輪
切

り
、
千
切
り
に
す
る
と
硬
弱
あ
わ
せ
た
食

感
と
な
る
。

　

千
切
り
を
も
み
こ
ん
で
ツ
ヤ
を
だ
す
。

外
皮
は
キ
ン
ピ
ラ
炒
め
に
、
会
員
が
手
馴

れ
た
腕
前
を
披
露
。
刺
身
も
鶏
の
さ
っ
ぱ

り
煮
も
美
味
だ
。

　

料
理
が
で
き
て
参
加
者
で
食
卓
を
囲

む
。
刺
身
も
、
鶏
の
さ
っ

ぱ
り
煮
も
、キ
ン
ピ
ラ
も
、

炊
き
込
み
ご
飯
も
、
お
い

し
く
い
た
だ
く
。「
ア
ラ

汁
の
味
が
良
い
」
と
の
声

に
、
講
師
は
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
魚
屋
さ
ん
の
ア
ラ

は
清
潔
に
洗
い
す
ぎ
て
い

る
の
で
、
こ
の
日
の
よ
う

な
釣
り
た
て
の
魚
の
味
は

で
な
い
と
の
こ
と
。

　

満
腹
の
あ
と
も
、
全
員

で
働
き
、
動
く
。
食
器
や

料
理
道
具
を
洗
い
、
片
付

け
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
南
太

田
の
点
検
を
受
け
て
無
事

終
了
。
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

�

（
岩
柳
良
雄
）

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
号
（
１
１
８
号
）
７

面
、
小
川
水
草
氏
の
句
集

『
天
地
返
し
』
の
紹
介
記

事
で
「
八
十
路
半
ば
の
体

験
」
を
「
八
十
路
半
ば
の

体
調
」
に
、
パ
ズ
ル
当
選

者
名
「
加
藤
房
雄
」
氏
を

「
加
藤
房
尾
」
氏
に
訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

ちょっとスナップ

植木政光さんの作品
「ワイヤー・アート」

手づくり文化祭の作品より

手慣れた腕前を披露する講師の飯塚さん

みんなが作った料理で食卓を囲む
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